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ま
え
が
き

　

奈
良
時
代
の
前
期
に
国
別
に
編
纂
さ
れ
た
も
の
が
『
風
土
記
』
で
あ
る
。『
古
事
記
』
や
『
日
本
書
紀
』
と
ほ
ぼ
同
時
代
の
編
纂
物
と

い
え
る
。
し
か
し
、
地
誌
と
い
う
そ
の
性
格
の
せ
い
か
、『
古
事
記
』、『
日
本
書
紀
』
と
比
べ
る
と
、
知
名
度
は
ず
い
ぶ
ん
と
低
い
と
い

わ
ざ
る
を
え
な
い
。

　

し
か
し
、
諸
国
か
ら
提
出
さ
れ
た
『
風
土
記
』
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
生
き
た
人
び
と
の
生
活
・
風
習
・
信
仰
な
ど
が
い
た
る
と

こ
ろ
に
盛
り
こ
ま
れ
て
お
り
、
単
な
る
地
誌
と
は
ひ
と
味
ち
が
っ
た
書
物
に
な
っ
て
い
る
。

　

一
般
的
に
古
代
史
は
史
料
が
少
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
い
う
と
、
そ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
ら
は
、
国
家
の
歴
史
、
権

力
者
の
歴
史
が
大
半
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
言
葉
を
変
え
る
と
、
都
の
歴
史
、
中
央
の
歴
史
と
い
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

都
に
生
活
し
た
人
び
と
の
何
倍
も
の
人
た
ち
が
地
域
に
い
た
で
あ
ろ
う
し
、
支
配
者
層
よ
り
も
は
る
か
に
多
い
数
の
庶
民
が
い
た
は
ず
で

あ
る
。
こ
う
し
た
人
び
と
の
生
活
を
か
い
ま
み
せ
て
く
れ
る
の
が
『
風
土
記
』
で
あ
る
。

　

本
書
は
、『
風
土
記
』
を
素
材
に
し
て
、
百
の
テ
ー
マ
を
選
ん
で
、
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
書
に
よ
っ
て
『
風
土
記
』

か
ら
み
た
古
代
史
の
世
界
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。
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Ⅰ
成立とその時代

　『風土記』ときいてもピンとこない人が多いの
ではなかろうか。
　Ⅰ章では、『風土記』とはどういった本なのか
ということから始まって、編纂にいたった背景に
ついて述べたいと思う。加えて、『風土記』と成
立をほぼ等しくする『古事記』・『日本書紀』や『万
葉集』といった私たちに親しみ深い書物に関して
ふれ、『風土記』との関係を考えてみることにする。
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9 8

Ⅰ　成立とその時代

た
形
で
そ
の
内
容
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
わ
ず
か
に
五
か

国
を
数
え
る
の
み
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
常
陸
・
出
雲
・
播
磨
・

豊
後
・
肥
前
の
五
か
国
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
う
ち
、
出
雲
の
も
の

は
内
容
が
ほ
ぼ
完
本
の
状
態
で
残
さ
れ
て
い
る
。
あ
と
の
も
の
は
、

い
ず
れ
も
散
失
部
分
が
多
く
、
特
に
、『
肥
前
国
風
土
記
』
と
『
豊

後
国
風
土
記
』
に
は
そ
れ
が
顕
著
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
五
風
土
記
以
外
で
は
、
の
ち
の
書
物
に
引
用
さ
れ
る
形

で
断
片
を
残
し
て
い
る
も
の
が
あ
り
、
逸
文
と
総
称
さ
れ
る
。
た

と
え
ば
、『
日
本
書
紀
』
の
注
釈
書
で
あ
る
『
釈
日
本
紀
』
や
『
万

葉
集
註
釈
』・『
塵
袋
』・『
詞
林
采
葉
抄
』・『
本
朝
神
社
考
』
な
ど

に
引
用
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
逸
文
は
、
四
〇
か
国
あ
ま
り
に
及
ん
で

い
る
。

　

逸
文
は
、
多
く
の
場
合
、
記
述
が
短
く
内
容
的
に
も
必
ず
し
も

豊
富
と
は
い
え
な
い
面
が
あ
る
。
し
か
し
、
お
伽
草
子
の
「
浦
島

太
郎
」
の
ル
ー
ツ
（
丹
後
国
）
や
羽
衣
伝
承
（
近
江
国
・
丹
後
国
）

を
は
じ
め
、
蘇
民
将
来
伝
承
（
備
中
国
）・
稲
荷
社
の
起
源
伝
承

と
さ
れ
る
も
の
（
山
背
国
）
な
ど
興
味
あ
ふ
れ
る
内
容
が
豊
富
に

み
ら
れ
る
。

　
『
風
土
記
』
の
重
要
性
や
内
容
の
面
白
さ
が
よ
う
や
く
知
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
昨
今
で
あ
る
が
、『
古
事
記
』
や
『
日
本

書
紀
』
と
い
っ
た
同
時
期
の
書
籍
に
比
べ
た
ら
、
ま
だ
ま
だ
認
知

度
は
低
い
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
し
か
し
そ
こ
に
は
、
古
代
の

日
本
列
島
各
地
の
今
の
生
活
・
風
習
・
歴
史
が
く
り
広
げ
ら
れ
て

お
り
、
古
代
史
を
知
る
上
で
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
史
料
と
い

え
る
。

編
纂
の
発
端

　
『
続
日
本
紀
』
の
和
銅
六
年
（
七
一
三
）
五
月
二
四
日
条
に
、『
風

土
記
』
の
作
成
の
命
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
国
ご

と
に
提
出
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
内
容
に
つ
い
て
ま
と

め
る
な
ら
ば
、

　

①
各
々
の
郡
や
郷
の
名
称
に
好
い
字
を
つ
け
る
こ
と
。

　

②
郡
内
の
種
々
の
産
物
を
列
挙
す
る
こ
と
。

　

③
土
地
の
肥ひ

沃よ
く

の
状
態
を
報
告
す
る
こ
と
。

　

④
山
・
川
・
原
・
野
の
名
称
の
由
来
を
記
す
こ
と
。

　

⑤
古
老
の
伝
承
す
る
旧
聞
異
事
を
記
す
こ
と
。

の
五
点
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、『
風
土
記
』
と
い
う
書
名
が
全

く
で
て
こ
な
い
こ
と
で
あ
る
。『
風
土
記
』
と
い
う
名
が
み
ら
れ

る
の
は
、
延
喜
一
四
年
（
九
一
四
）
の
三
善
清
行
の
「
意
見
封
事

十
二
箇
条
」
が
早
い
例
と
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
和
銅
六
年
の
段
階

で
は
、
政
府
が
求
め
て
い
る
の
は
五
点
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
レ

ポ
ー
ト
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
諸
国
は
ど

の
よ
う
に
対
応
し
た
の
か
と

い
う
と
、『
常
陸
国
風
土
記
』

が
、
そ
の
冒
頭
に
、

常
陸
国
司
、
解
す
。
古

老
の
相
伝
ふ
る
旧
聞
を

申
す
事
。

と
記
す
よ
う
に
、「
解げ

」 

と

い
う
形
で
政
府
に
上
申
し
た

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
解
と
は
、
解
文
と
も
称
さ
れ
、

下
級
官
庁
か
ら
上
級
官
庁
へ
さ
し
出
す
と
き
の
文
書
形
式
の
こ
と

で
あ
る
。

現
存
す
る
『
風
土
記
』
の
数

　

当
時
、
六
〇
ほ
ど
あ
っ
た
国
々
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
『
風
土
記
』
が

提
出
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
年
月
を
経
て
現
在
、
ま
と
ま
っ

01
　『
風
土
記
』
と
は
ど
ん
な
本
か

常陸
出雲

播磨

肥前

豊後

0 250km

五風土記の国々

『出雲国風土記』の表紙（日御碕本）
（写真提供：島根県古代文化センター）
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Ⅰ　成立とその時代

五
風
土
記
の
完
成
年

　

和わ

銅ど
う

六
年
（
七
一
三
）
の
官
命
に
よ
っ
て
編
纂
の
ス
タ
ー
ト
が

き
ら
れ
た
『
風
土
記
』
で
あ
る
が
、
そ
の
完
成
年
に
つ
い
て
は
、

諸
国
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
に
よ
っ
て
早
い
遅
い
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う

こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
し
か
し
、
具
体
的
な
成
立
年
と
い
わ

れ
る
と
、
明
確
に
わ
か
る
の
は
『
出
雲
国
風
土
記
』
の
み
で
あ
る
。

『
出
雲
国
風
土
記
』
に
は
奥
書
が
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
み
る
と
、

天
平
五
年
二
月
卅
日　

勘
造
す

と
あ
っ
て
、
天
平
五
年
（
七
三
三
）
の
二
月
三
〇
日
に
成
立
し
た

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
七
三
三
年
と
い
う
と
、『
風
土
記
』
撰

進
の
命
が
出
さ
れ
て
か
ら
ち
ょ
う
ど
二
〇
年
目
に
あ
た
る
。
こ
の

二
〇
年
と
い
う
歳
月
を
長
す
ぎ
る
と
感
じ
る
か
ど
う
か
は
、
水
か

け
論
に
な
る
が
、
事
実
、
長
す
ぎ
る
と
し
て
、
現
存
す
る
『
出
雲

国
風
土
記
』
は
二
冊
目
に
あ
た
る
と
い
う
再
撰
説
や
私
撰
説
も
出

さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
二
月
三
〇
日
と
い
う
日
付
も
興
味
深
い
。
い
う
ま
で
も

な
く
、
現
在
は
二
月

三
〇
日
は
存
在
し
な

い
。
実
際
、
戦
後
、

こ
の
日
付
な
ど
を
根

拠
に
『
出
雲
国
風
土

記
』
偽
書
説
が
出
さ

れ
た
こ
と
も
あ
っ
た

が
、
正
倉
院
文
書
か

ら
二
月
三
〇
日
の
日

付
の
も
の
が
み
つ
か

っ
た
こ
と
も
あ
り
、
偽
書
説
は
否
定
さ
れ
た
。

　
『
出
雲
国
風
土
記
』
以
外
で
は
、『
常
陸
国
風
土
記
』
は
養
老
二

年
（
七
一
八
年
）
以
前
の
成
立
と
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
石い
わ

城き

が
郡

と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。
石
城
は
『
続
日
本
紀
』

に
よ
る
と
養
老
二
年
（
七
一
八
）
五
月
二
日
に
石
城
国
と
な
っ
て

お
り
、
郡
と
記
さ
れ
る
の
は
そ
れ
以
前
の
記
述
と
さ
れ
る
わ
け
で

あ
る
。

02
　
成
立
を
め
ぐ
っ
て

　
『
播
磨
国
風
土
記
』
は
、
里さ
と

を
郷さ
と

に
改
め
る
以
前
の
表
記
が
み

ら
れ
る
。
里
を
郷
に
改
め
た
の
は
霊
亀
元
年
（
七
一
五
）
の
こ
と

と
さ
れ
る
か
ら
、
そ
れ
以
前
に
『
播
磨
国
風
土
記
』
は
成
立
し
た

と
さ
れ
る
。

　
『
肥
前
国
風
土
記
』
と
『
豊
後
国
風
土
記
』
と
に
つ
い
て
は
、

表
記
が
郷
里
制
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
が
実
施
さ
れ
て
い
た

霊
亀
元
年
（
七
一
五
）
か
ら
天
平
一
一
年
（
七
三
九
）
の
間
と
さ
れ

て
い
る
。

逸
文
の
成
立
時
期

　

出
雲
国
以
外
の
諸
国
の
『
風
土
記
』
の
成
立
時
期
を
具
体
的
に

い
う
こ
と
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、『
風
土
記
』
に
は
、

「
記
・
紀
」
で
は
天
皇
と
さ
れ
て
い
な
い
人
物
の
何
人
か
が
天
皇

に
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
、
ひ
と
つ
の
仮
説
を
提
示
し
て

み
た
い
。
そ
れ
は
、
天
皇
の
歴
代
が
『
古
事
記
』
に
お
い
て
一
応

の
決
定
が
な
さ
れ
、『
日
本
書
紀
』
で
確
定
さ
れ
た
と
い
う
も
の

で
あ
る
。
つ
ま
り
、『
古
事
記
』
の
成
立
年
で
あ
る
和
銅
五
年
（
七

一
二
）
と
『
日
本
書
紀
』
の
養
老
四
年
（
七
二
〇
）
と
を
使
い
、

さ
ら
に
、『
風
土
記
』
作
成
の
命
が
出
さ
れ
た
和
銅
六
年
（
七
一
三
）

を
か
ら
め
て
『
風
土
記
』、
特
に
、
逸
文
し
か
残
っ
て
い
な
い
国
々

の
『
風
土
記
』
の
成
立
年
を
し
ぼ
り
こ
む
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
前
提
で
『
風
土
記
』
を
み
る
と
、
た
と
え
ば
応お

う

神じ
ん

天
皇
の

皇
太
子
と
さ
れ
る
莵う

じ
の
わ
き
い
ら
つ
こ

道
稚
郎
子
皇
子
は
『
播
磨
国
風
土
記
』
の
中

で
「
宇
治
天
皇
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
履り

中ち
ゅ
う

天
皇
の

子
で
あ
る
市

い
ち
の

辺へ
の

押お
し

磐は

皇
子
も
、『
播
磨
国
風
土
記
』
の
中
で
「
市

辺
天
皇
命
」
と
か
「
市
辺
之
天
皇
」
と
か
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。

莵
道
稚
郎
子
皇
子
は
、
皇
太
子
で
あ
る
が
弟
の
仁に

ん

徳と
く

に
位
を
譲
っ

た
と
さ
れ
、
市
辺
押
磐
皇
子
は
雄
略
に
暗
殺
さ
れ
た
人
物
で
あ
り
、

二
人
と
も
天
皇
に
は
な
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

政
府
に
提
出
さ
れ
た
公
的
な
編
纂
物
で
あ
る
『
風
土
記
』
の
ひ
と

『出雲国風土記』の奥書部分（日御碕本）
（写真提供：島根県古代文化センター）

ヤマトタケルの天皇表記

表記 国名

倭
やまと

武
たける

天皇 常陸

倭
やまと

健
たける

天皇命 阿波

※倭健命 出雲

神功皇后の天皇表記

表記 国名

息
おき

長
なが

帯
たらし

比
ひ

売
め

天皇 常陸

天皇 播磨

息
おき

長
なが

足
たらし

比
ひめ

売天皇
息長帯比売天皇 摂津

天皇
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Ⅰ　成立とその時代

つ
で
あ
る
『
播
磨
国
風
土
記
』
に
天
皇
と
い
う
表
記
が
使
わ
れ
た

事
例
が
あ
る
こ
と
は
み
す
ご
す
こ
と
の
で
き
な
い
重
大
な
問
題
と

い
え
よ
う
。

　
「
記
・
紀
」
で
天
皇
と
し
な
か
っ
た
人
物
で
、『
風
土
記
』
で
は

天
皇
の
表
記
が
用
い
ら
れ
て
い
る
例
と
し
て
は
、
景け

い

行こ
う

天
皇
の
皇

子
と
さ
れ
る
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
と
仲

ち
ゅ
う

哀あ
い

天
皇
の
皇
后
の
神じ
ん

功ぐ
う

皇
后
の

二
人
は
と
り
わ
け
注
目
さ
れ
る
。
二
人
と
も
実
在
の
人
物
と
い
う

よ
り
は
、
伝
説
上
の
英
雄
・
女
傑
と
い
っ
た
ほ
う
が
よ
い
と
思
わ

れ
る
が
、
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
は
、『
常
陸
国
風
土
記
』
で
は
完
全
に

天
皇
扱
い
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

　

ま
た
、
常
陸
国
以
外
の
『
風
土
記
』
で
も
、
阿
波
国
の
も
の
に

ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
の
天
皇
表
記
の
例
が
み
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
、
七

三
三
年
に
成
立
し
た
『
出
雲
国
風
土
記
』
に
は
、「
倭

や
ま
と

健た
け
る

命
」
と

表
記
さ
れ
て
い
て
天
皇
と
は
し
て
い
な
い
。

　

一
方
、
神
功
皇
后
（
息お
き
な
が
た
ら
し
ひ
め

長
帯
比
売
）
の
場
合
に
は
、
常
陸
国
・

播
磨
国
の
他
に
摂
津
国
の
『
風
土
記
』
に
天
皇
の
表
記
が
み
ら
れ

る
。
こ
れ
ら
を
関
係
略
表
に
ま
と
め
る
と
次
の
頁
の
よ
う
に
な
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
ふ
ま
え
て
、『
古
事
記
』
で
は
、
一
応
の
歴

代
が
定
め
ら
れ
た
が
、
天
皇
号
の
使
用
に
つ
い
て
は
考
慮
の
余
地

の
あ
る
人
物
た
ち
が
お
り
、『
日
本
書
紀
』
に
よ
っ
て
明
確
に
歴

代
が
固
定
さ
れ
た
と
仮
定
す
る
と
、
宇
治
天
皇
・
市
辺
天
皇
・
倭

武
天
皇
・
息
長
帯
比
売
天
皇
と
い
っ
た
表
記
の
問
題
が
解
消
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。『
日
本
書
紀
』
成
立
以
後
に
編
纂
さ
れ
た
『
出

雲
国
風
土
記
』
に
は
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
の
表
記
が
「
倭
健
命
」
で
あ

っ
て
天
皇
で
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
も
こ
の
こ
と
が
い
え
る
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
に
考
え
て
よ
い
と
す
る
な
ら
ば
、
逸
文
し
か
残
っ
て

い
な
い
『
阿
波
国
風
土
記
』・『
摂
津
国
風
土
記
』
の
成
立
に
つ
い

て
も
、
和
銅
六
年
（
七
一
三
）
か
ら
養
老
四
年
（
七
二
〇
）
ま
で
の

間
と
し
ぼ
り
こ
む
こ
と
が
で
き
る
か
と
思
わ
れ
る
。

『風土記』の成立関連年表

712年　
『
古
事
記
』
の
成
立

713年　
『
風
土
記
』
撰
進
の
命 

┊
┊
┊
┊　

　
　

　
　

　
　

　
┊
┊
┊
┊
┊
┊
┊
┊
┊
┊
┊
┊

715年　

郷
里
制 

┊
┊

┊
┊

┊
┊

┊
┊

┊
┊

718年　

石
城
国
の
成
立 

┊
┊

┊
┊

┊
┊

┊
┊

┊
┊

┊
┊

┊
┊

┊
┊

┊
┊

720年　
『
日
本
書
紀
』
の
成
立 

┊
┊

┊
┊

┊
┊

┊
┊

┊
┊

┊
┊

┊
┊

┊
┊

┊
┊

┊
┊

┊
┊

┊
┊

733年　
『
出
雲
国
風
土
記
』
の
成
立 

┊
┊

┊
┊

┊

『播磨国風土記』の成立
宇治天皇
市辺天皇

市辺天皇命
天皇（神功皇后）

『常陸国風土記』の成立
倭武天皇

息長帯比売天皇

倭健命

倭健天皇命────
息長足比売天皇
息長帯比売天皇
天皇（神功皇后）

『阿波国風土記』

『摂津国風土記』
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Ⅰ　成立とその時代

ほ
ぼ
同
時
期
の
成
立

　
『
風
土
記
』
は
、
国
ご
と
に
そ
の
成
立
を
異
に
し
て
い
る
が
、

お
お
よ
そ
八
世
紀
前
半
の
編
纂
物
と
い
え
る
。
一
方
、『
古
事
記
』

も
和
銅
五
年
（
七
一
二
）、『
日
本
書
紀
』
も
養
老
四
年
（
七
二
〇
）

の
完
成
で
あ
る
。
ま
た
、『
万
葉
集
』
は
、
成
立
時
期
、
撰
者
に

つ
い
て
諸
説
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
撰
者
と
し
て
は
大お

お

伴と
も
の

家や
か

持も
ち

が
有
力
で
あ
り
、
収
録
さ
れ
て
い
る
歌
の
年
代
は
天
平
宝
字
三
年

（
七
五
九
）
ま
で
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、『
万
葉
集
』
も
『
風
土

記
』
と
ほ
ぼ
同
時
期
の
作
品
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、『
風
土
記
』
と
「
記
・
紀
」、『
万
葉
集
』
と
は

成
立
が
近
似
し
て
お
り
、
内
容
的
に
も
共
通
し
た
も
の
が
含
ま
れ

て
い
る
。

鎮ち
ん

懐か
い

石せ
き

伝
承
を
め
ぐ
っ
て

　
『
風
土
記
』
と
「
記
・
紀
」、『
万
葉
集
』
に
共
通
す
る
伝
承
の

ひ
と
つ
に
、
福
岡
県
原
島
郡
の
鎮
懐
石
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
伝

承
は
、
神じ
ん

功ぐ
う

皇
后
の
三
韓
征
討
に
関
連
す
る
も
の
で
、『
古
事
記
』

で
は
、
神
功
皇
后
が
出
兵
す
る
と
き
、
産
気
ず
い
た
た
め
石
を

「
御み

裳も

の
腰
に
纏ま

か
し
て
」
筑
紫
に
渡
っ
て
「
阿あ

礼れ

坐ま

し
つ
」
と

記
し
て
お
り
、
そ
の
石
は
筑
紫
国
の
「
伊い

斗と

村
に
在
り
」
と
し
て

い
る
。

　

こ
の
状
況
を
『
日
本
書
紀
』
は
、「
皇
后
、
則
ち
石
を
取
り
て

腰
に
挿
み
」、
三
韓
征
討
の
の
ち
誕
生
す
る
よ
う
に
と
祈う

け
いし

た
と

述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
其
の
石
は
、
今
、
伊い

覩と

県
の
道
の
辺

に
在
り
」
と
続
け
て
い
て
、
お
お
よ
そ
同
じ
よ
う
な
記
述
に
な
っ

て
い
る
。

　

ま
た
、『
万
葉
集
』
の
巻
五
（
八
一
三
・
八
一
四
の
序
）
を
み
る
と
、

筑
前
国
の
「
怡い

土と

郡
深ふ
か

江え

村む
ら

子こ

負ふ
の

原は
ら

」
に
二
つ
の
石
が
あ
る
と
し

て
、「
大
き
な
る
は
、
長
さ
一
尺
二
寸
六
分
、
囲
み
一
尺
八
寸
六
分
、

重
さ
十
八
斤
五
両
、
小
さ
き
は
、
長
さ
一
尺
一
寸
、
囲
み
一
尺
八

寸
、
重
さ
十
六
斤
十
両
。
並
び
に
皆
楕
円
に
し
て
、
状

か
た
ち

鶏も
り

子の
こ

の
如

し
」
と
あ
り
、
加
え
て
「
深
江
駅
家
を
去
る
子
と
二
十
許
里
に
し

て
、
路
の
頭
に
近
く
在
り
。
公
私
の
往
来
に
馬
よ
り
下
り
て
跪き

拝は
い

03
　「
記
・
紀
」、 『
万
葉
集
』 

と
の
関
係

せ
ず
と
い
ふ
こ
と
莫
し
。

古
老
相
伝
へ
て
曰
は
く
、

往
者
、
息お

き

長な
が

足た
ら
し

日ひ

女め
の

命み
こ
と、

新
羅
国
を
征
討
し
給
ひ
し

時
に
、
玆
こ
両
つ
の
石
を

用
ち
て
、
御
神
の
中
に
挿

着
み
て
、
鎮
懐
と
な
し
給

ひ
き
。
実
は
御
裳
の
中
な

り
。
所
以
に
行
人
此
の
石

を
敬
拝
す
」
と
し
て
い
て
、

「
記
・
紀
」
よ
り
か
な
り

詳
し
い
叙
述
が
み
ら
れ
る
。

　

こ
の
伝
承
を
『
風
土

記
』
で
み
る
と
、『
筑
紫

国
風
土
記
』
の
逸
文
と
し

て
、

逸い

都と

県
子
饗
原
。
石

両
顆
あ
り
。
一
は
片

長
一
尺
二
寸
、
周
り

一
尺
八
寸
、
一
は
長
さ
一
尺
一
寸
、
周
り
一
尺
八
寸
な
り
。

色
白
く
し
て
硬か

た

く
、
円
き
こ
と
磨
き
成
せ
る
が
如
し
。
俗
に

伝
へ
て
云
へ
ら
く
、
息お

き

長な
が

足た
ら
し

比ひ

売め
の

命み
こ
と、
新
羅
を
伐
た
む
と

欲
し
て
、
軍
を
閲
な
ま
ひ
し
際
、
懐み

は
ら
の
こ娠、

斬
に
動
き
き
。
時

に
両
の
石
を
取
り
て
裙も

の
腰
に
挿
み
著つ

け
て
、
遂
に
新
羅
を

襲う

ち
た
ま
ひ
て
、
凱か
ち

旋か
へ

り
ま
し
し
曰
、
芋う

湄み

野の

に
至
り
て
太

子
誕
生
れ
ま
し
き
。

と
あ
り
、
さ
ら
に
、「
俗
間
の
婦
人
、
忽た

ち
ま
ち然
に
娠は
ら
の
こ動
動
け
ば
、
裙も

の
腰
に
石
を
挿
み
、
厭ま
い
なひ
て
延
べ
し
む
子
は
、
著
し
く
は
此
に
由

る
か
」
と
も
述
べ
て
い
る
。

　

ま
た
、『
筑
前
国
風
土
記
』
逸
文
に
も
、「
怡
土
郡
児
饗
野
」
の

西
に
白
い
石
が
二
つ
あ
る
と
し
て
、
一
つ
は
長
さ
一
尺
二
寸
、
大

き
さ
一
尺
、
重
さ
四
一
斤
で
も
う
一
つ
は
長
さ
一
尺
一
寸
、
大
き

さ
一
尺
、
重
さ
三
九
斤
と
記
し
て
い
る
。
そ
の
由
来
と
し
て
、
神

功
皇
后
が
新
羅
征
討
の
た
め
こ
こ
へ
や
っ
て
き
た
と
き
、
腹
の
子

が
産
ま
れ
る
事
態
に
な
っ
た
た
め
、
皇
后
は
こ
の
二
つ
の
石
を
御

腰
に
挿
ん
で
ウ
ケ
イ
し
て
「
妊は

ら

め
る
皇
子
、
若も

し
此こ

れ
神
に
ま
さ

ば
、
凱
旋
り
な
む
後
に
誕
生
れ
ま
さ
む
ぞ
可よ

か
ら
む
」
と
い
っ
た
。

そ
し
て
、
征
討
を
終
え
て
も
ど
っ
て
き
て
出
産
し
た
と
述
べ
、「
時

神功皇后の三韓征討伝承（写真提供：早稲田大学図書館）
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の
人
、
其
の
石
を
号
け
て
皇
子
産
の
石
と
曰
ひ
き
。
今
、
訛
り
て

児こ

饗ふ
の

石い
し

と
謂
ふ
」
と
結
ん
で
い
る
。

　

こ
れ
ら
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
鎮
懐
石
は
、
実
際
に
福
岡
県
糸
島

郡
に
存
在
し
て
い
た
も
の
で
、
そ
の
形
態
は
『
万
葉
集
』
や
『
風

土
記
』
に
記
さ
れ
て
お
り
、
伝
承
と
し
て
は
筑
前
国
に
い
わ
れ
て

い
た
安
産
の
効
力
を
持
つ
石
が
神
功
皇
后
の
三
韓
征
討
と
結
合
し

た
も
の
と
い
え
る
。

　
『
古
事
記
』
に
は
、
三
韓
征
討
伝
承
と
の
結
び
つ
き
が
ま
だ
そ

れ
ほ
ど
に
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、『
日
本
書
紀
』
で
は
よ
り
結
び

つ
き
が
強
く
な
っ
て
い
る
。『
万
葉
集
』
の
伝
承
で
興
味
を
ひ
か

れ
る
の
は
、
鎮
懐
石
を
さ
し
は
さ
ん
だ
場
所
を
「
御
袖
の
中
」
と

し
て
お
り
、
割
注
の
扱
い
で
「
実
は
御
裳
の
中
な
り
」
と
し
て
い

る
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
、『
万
葉
集
』
の
こ
の
歌
の
作
者
は
、『
古

事
記
』
の
記
載
を
知
っ
て
い
た
た
め
こ
の
よ
う
な
割
注
を
つ
け
た

と
思
わ
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
鎮
懐
石
を
め
ぐ
る
伝
承
で
、
最
も
注
目
し
た
い
の
は
、

『
風
土
記
』
に
み
ら
れ
る
一
連
の
記
載
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
新し

ら

羅ぎ

征
討
と
凱
旋
が
明
確
に
伝
承
の
核
と
な
っ
て
お
り
、『
日
本
書
紀
』

に
通
じ
る
と
こ
ろ
が
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
西さ

い

海か
い

道ど
う

の
『
風
土
記
』
が
大だ

宰ざ
い

府ふ

で
一
括
編
纂
さ
れ
、
内
容
的
に
は
『
日

本
書
紀
』
の
影
響
を
受
け
て
い
る
、
と
い
う
従
来
の
見
解
を
ふ
ま

え
る
な
ら
ば
、
さ
ほ
ど
奇
異
な
こ
と
で
は
な
い
が
、
や
は
り
、
気

に
な
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。
類
似
の
伝
承
が
『
風
土
記
』
と
「
記
・

紀
」
と
の
双
方
に
み
ら
れ
る
場
合
、『
風
土
記
』
の
伝
承
を
よ
り

歪
曲
度
の
少
な
い
原
初
的
形
態
と
み
な
す
の
が
一
般
的
で
あ
る
。

し
か
し
、
必
ず
し
も
す
べ
て
の
ケ
ー
ス
に
お
い
て
、『
風
土
記
』

の
方
を
在
地
的
と
把
握
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を
こ

の
伝
承
は
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

神々の群像

Ⅱ

　『風土記』のなかには多くの神々が登場する。
そのなかには、『古事記』や『日本書紀』にみら
れる神々も多数みられる。しかし、その役割や性
格については、『風土記』独特のものもある。
　Ⅱ章では、『風土記』のなかでの神々を追い求め、
『古事記』・『日本書紀』にみられる神々の世界と
はひと味ちがった世界をかいまみることにしたい。
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Ⅱ　神々の群像

く
研
究
す
る
こ
と
が
難
し
い
正
体
不
明
な
神
、
そ
れ
が
あ
ら
ぶ
る

神
で
あ
る
。

半
な
か
ば
を
い
か
し

生
半な
か
ば
を
こ
ろ
す

死
を
お
こ
す
神

　

で
は
あ
ら
ぶ
る
神
に
関
す
る
研
究
は
お
こ
な
わ
れ
て
い
な
い
の

か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
正
し
く
な
い
。
論
文
の
数
は
少
な
い
も
の

の
研
究
は
戦
後
直
後
か
ら
今
に
至
る
ま
で
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、

そ
の
中
で
も
意
見
が
多
岐
に
割
れ
て
い
る
と
い
っ
た
方
が
正
確
だ

ろ
う
。

　

例
え
ば
あ
る
研
究
者
は
、
あ
ら
ぶ
る
神
の
あ
ら
わ
れ
る
場
所
が

製
鉄
と
関
わ
り
が
深
い
と
し
て
、
日
本
に
製
鉄
技
術
を
持
ち
込
ん

だ
渡と

来ら
い

人じ
ん

た
ち
の
神
だ
と
し
て
い
る
。
ま
た
別
の
研
究
者
は
、
あ

ら
ぶ
る
神
が
山
や
川
な
ど
の
交
通
の
難
所
に
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
に

着
目
し
て
、
あ
ら
ぶ
る
神
を
交
通
の
難
所
に
対
す
る
畏
怖
や
敬
意

の
象
徴
だ
と
説
明
し
て
い
る
。

　

以
上
の
他
に
も
あ
ら
ぶ
る
神
の
実
態
を
め
ぐ
る
説
は
さ
ま
ざ
ま

で
あ
り
、
あ
ら
ぶ
る
神
に
対
し
て
明
確
に
そ
の
実
態
を
言
い
表
す

よ
う
な
見
解
は
未
だ
登
場
し
て
い
な
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
の

で
あ
る
。

　

最
後
に
あ
ら
ぶ
る
神
の
特
徴
で
も
あ
る
「
半
生
半
死
」
に
つ
い

て
触
れ
て
お
こ
う
。
先
に
特
徴
と
し
て
②
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、

あ
ら
ぶ
る
神
に
は
通
行
人
の
半
数
を
殺
害
な
い
し
妨
害
す
る
と
い

う
性
質
が
あ
る
。『
風
土
記
』
に
み
ら
れ
る
説
話
の
な
か
に
は
、

十
人
中
五
人
や
五
人
中
三
人
と
い
う
よ
う
に
わ
ざ
わ
ざ
詳
し
い
数

字
を
出
し
て
あ
ら
ぶ
る
神
の
も
た
ら
し
た
被
害
を
述
べ
て
い
る
も

の
も
あ
る
。

　

こ
れ
は
い
っ
た
い
何
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
半
数
を

生
か
し
た
と
い
う
点
に
着
目
す
れ
ば
、
こ
の
生
か
さ
れ
た
半
数
は

あ
ら
ぶ
る
神
の
恐
ろ
し
さ
を
他
者
へ
と
伝
え
る
た
め
に
あ
え
て
生

か
さ
れ
た
と
も
解
釈
で
き
る
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
に
伝で

ん

播ぱ

さ
れ
る

恐
怖
心
を
利
用
し
て
得
を
す
る
の
は
、
人
里
離
れ
た
場
所
に
隠
れ

住
む
民
や
山
賊
た
ち
で
あ
ろ
う
か
。
自
ら
の
居
場
所
を
守
る
た
め

に
「
半
生
半
死
」
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
者
た
ち
へ
の
畏い

つ

怖わ

が
、

あ
ら
ぶ
る
神
の
存
在
を
う
み
だ
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の

説
も
決
定
的
な
証
拠
を
も
つ
も
の
で
は
な
い
。
結
局
の
と
こ
ろ
あ

ら
ぶ
る
神
の
存
在
は
、
そ
の
性
質
ひ
と
つ
を
と
っ
て
も
「
正
体
不

明
」
な
の
で
あ
る
。

正
体
不
明
な
神
？

　
「
あ
ら
ぶ
る
神
」
と
い
う
言
葉
を
聞
い
て
、
何
を
想
像
す
る
だ

ろ
う
か
。
怒
り
狂
う
雷
神
や
祟た

た

り
神
を
想
起
す
る
方
も
い
る
だ
ろ

う
。
日
本
神
話
に
精
通
し
た
方
な
ら
ば
、
高
天
原
で
暴
れ
る
ス
サ

ノ
オ
神
の
す
が
た
が
想
起
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、『
風

土
記
』
に
あ
ら
わ
れ
る
「
あ
ら
ぶ
る
神
」
は
、
そ
う
い
っ
た
イ
メ

ー
ジ
と
は
大
き
く
異
な
る
。
簡
単
な
言
葉
で
表
現
す
れ
ば
、「
正

体
不
明
な
神
」
な
の
で
あ
る
。

　
『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
や
複
数
の
『
風
土
記
』
等
に
表
現
さ

れ
る
日
本
神
話
の
ど
こ
を
探
し
て
も
、『
風
土
記
』
に
お
け
る
「
あ

ら
ぶ
る
神
」
ほ
ど
「
正
体
不
明
」
と
い
う
語
が
似
合
う
神
は
い
な

い
だ
ろ
う
。
勿
論
「
正
体
不
明
」
と
言
っ
て
も
特
徴
が
無
い
と
い

う
訳
で
は
な
い
。
具
体
的
な
特
徴
と
し
て
は
、

①
播
磨
・
肥
前
・
筑ち

く

後ご

・
摂
津
・
伊
勢
・
駿
河
の
各
『
風
土
記
』

の
中
で
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

②
あ
ら
ぶ
る
神
は
、
山
や
川
な
ど
に
い
て
、
そ
こ
を
通
る
通
行

人
の
半
数
を
妨
害
も
し
く
は
殺
害
す
る
と
い
う
共
通
点
が

あ
る
。

と
い
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
①
の
特
徴
か
ら
は
、
あ
ら
ぶ
る

神
の
存
在
が
特
定
の
地
域
に
限
定
せ
ず
、
日
本
各
地
で
広
範
囲
に

み
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
②
の
特
徴
か
ら
は
、
あ

ら
ぶ
る
神
は
交
通
妨
害
を
し
て
時
に
は
人
に
死
を
も
た
ら
し
、
そ

こ
に
住
ま
う
人
か
ら
し
て
み
れ
ば
有
害
と
も
い
え
る
神
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
抜
群
の
個
性
を
も
っ
た
神
で
あ
る
の
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
そ
の
容
姿
は
明
確
に
定
ま
っ
て
お
ら
ず
、『
風
土
記
』
以

外
の
史
料
で
は
存
在
を
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
あ
ら
ぶ
る

神
の
書
か
れ
方
も
説
話
毎
に
か
な
り
異
な
っ
て
お
り
、
山
に
居
て

半
数
を
殺
す
と
い
う
特
徴
に
関
す
る
記
述
だ
け
で
終
わ
る
説
話
も

あ
れ
ば
、
あ
ら
ぶ
る
神
が
暴
れ
、
鎮し

ず

め
ら
れ
る
ま
で
の
過
程
を
丁

寧
に
述
べ
て
い
く
説
話
も
あ
る
。
こ
う
し
た
説
話
が
『
風
土
記
』

の
中
に
一
四
例
も
み
ら
れ
る
も
の
の
、
そ
れ
が
何
を
示
し
て
い
る

の
か
、
古
代
人
は
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
神
を
想
像
し
た
の
か
、
詳
し

04
　
あ
ら
ぶ
る
神
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